
恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 

（１）ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強

化 

① 取引先の企業のライフサイクルに応じた各段階でのき

め細かい支援 

取組方針 

及び目標 

・取引先企業のライフサイクル（創業・新事業支援、経営改善

支援、事業再生、事業承継）にあわせた審査機能を強化し、各

種手法の活用等を通じて取引先企業の支援に取り組む。また、

経営全体のニーズに対応する関係を構築するために人材育

成・活用や情報ネットワークの構築・活用を行っていく。 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 
具 体 的 

取 組 策 

・企業のライフサイクルに付随するニーズに対応できる人材の

育成。 

・金庫内、中小企業診断士有資格者と経営支援課との連携によ

る経営改善支援。 

・平成２０年度に「にししん J－CLUB」発足（次世代経営者を

中心とした会）し、会員相互の交流を行い啓発と親睦を図り

互いに識見を高め企業の発展に寄与する。 

また、相互間の研鑽に努め地域経済の発展に寄与する。 

・にししんクラブ講演会の開催 

・神戸市産業振興財団主催の「川上・川下ネットワーク構築事

業フォーラム」参加 

・異業種交流会会員へ「しんきん経営情報」冊子送付 

推 進 態 勢 

・人材育成については人事部が中心となり担当する 

・異業種交流、経営者等に対するコンサルティングについては

業務部が中心となり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・中小企業診断士養成のため５名、８月２日～３日診断士第１

次試験受験 

・近信協 融資渉外研究会へ２名派遣、兵信協 融資渉外能力

講座へ４名派遣、通信講座 融資判断講座１４名受講 

・国民生活金融公庫の「創業関連融資制度」説明会に出席 

・ひょうご産業活性化センターの「地域力連携拠点事業」説明

会に出席 

・８月２０日「にししんＪ－ＣＬＵＢ」結成式施行 

 基調講演 兵庫県立大学 加藤教授により「コミュニティ・

ビジネスと地域経済」について講演実施 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

・神戸市産業振興財団主催「川上・川下ネットワーク構築事業

フォーラム」に３回参加  

・「しんきん経営情報」冊子を毎月会員に送付 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・中小企業診断士第１次試験の結果を踏まえ、一部科目の合格

者３名を引き続き養成支援中である。人材育成についての取

組みは概ね順調に進捗している。下期も派遣研修を主体とし

て積極的に取組む 

・「にししんＪ－ＣＬＵＢ」については年間４回程度勉強会の

開催を予定しており、次回は年１１月１９日実施予定 

・「川上・川下ネットワーク構築事業」については、当金庫取

引先を紹介し、財団より担当者がシーズ企業（１３社）を訪

問しビジネスマッチング等について説明している。 

 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 

（１）ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強

化 

② 事業再生への積極的な取組 

取組方針 

及び目標 

・事業再生において、企業価値が保たれているうちの早期再生

と、再生後の持続可能性ある事業再構築を目指す。また、再生

企業の代表者等の意識改革を促し、ガバナンス効果をあげる。

よって、そのための諸制度、再生手法の検討を引き続き行うと

ともに、人材育成にも力を入れる。 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 
具 体 的 

取 組 策 

・取引企業の事業価値を見極める能力を持った人材の育成。 

・金庫内、中小企業診断士有資格者と経営支援課との連携によ

る経営改善支援。 

・ひょうご産業活性化ｾﾝﾀｰの積極的な活用 

・神戸市産業振興財団との連携 

・再生手法の研究(中小企業基盤整備機構のﾌｧﾝﾄﾞ、DES、DDS、

 保証協会付 DIP ﾌｧｲﾅﾝｽ、再挑戦支援保証等） 

・整理回収機構の企業再生ｽｷｰﾑの研究 

・事業再生に熟達した人材の確保と育成 

・異業種交流会の実施 

・異業種交流会会員に「しんきん経営情報」冊子送付 

・神戸市産業振興財団主催の「川上・川下ネットワーク構築事

業フォーラム」参加し企業紹介 

推 進 態 勢 

・人材確保・育成については人事部が中心となり担当する 

・事業再生については審査部が中心となり担当する 

・異業種交流、経営者等に対するコンサルティングについては

業務部が中心となり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・全信協 企業再生支援実践講座へ１名派遣、兵信協 企業再

生支援講座へ４名派遣 

・取引先企業へのＤＤＳ導入の研究 

・神戸市産業振興財団主催「川上・川下ネットワーク構築事業

フォーラム」に３回参加  

・「しんきん経営情報」冊子を毎月会員に送付 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・人材確保、育成については順調に進捗している。下期も派遣

研修主体に積極的に取組む。 

・再生手法の研究については計画通りに進捗している。 

 他機関との連携、活用は企業のライフサイクルに応じた支援

の中で対応していく。 

・「川上・川下ネットワーク構築事業」については、当金庫取

引先を紹介し、財団より担当者がシーズ企業（１３社）を訪

問しビジネスマッチング等について説明している。 

・異業種交流会は１０月２９日実施予定 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 

（２）事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適し

た資金供給手法の徹底 

  ①事業価値を見極める融資（不動産担保・個人保証に過度

に依存しない融資）の徹底 

取組方針 

及び目標 

・取引先企業の不動産担保、個人保証に過度に依存することな

く、定性情報を含めた地域での情報を生かし、事業価値を見極

めて金融サービスを行う。 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・動産、債権譲渡担保融資、ＡＢＬ等の活用 

・様々なコベナンツ（債務者企業に契約で定められた事項の報

告義務を課すもの、停止条件付連帯保証＜事業や経営状況の

報告義務を課す等のコベナンツを付し、当該コベナンツ違反

を停止条件として代表者に連帯保証を求めるもの＞）等の活

用 

・平成２０年４月～９月末 事業者向商品取扱開始（新規事業

所は原則無担保） 

 「ニューサポートⅡ」新規事業所 枠２５億円 

「ニューサポートⅡ」既存事業所 枠２５億円 

合計５０億円 

・「ビジネスクイックローン」の積極的推進 

・「にししんフリーローン《プラス》」（多重債務者肩代わり可）

の積極的推進 

推 進 態 勢 

・新商品の開発については業務部が中心となり担当する 

・信用リスクの軽減については審査部が中心となり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・実績 「ニューサポートⅡ」新規   ３９２百万円 

    「ニューサポートⅡ」深耕 １，８８４百万円 

    「ビジネスクイックローン」  ９３３百万円 

    「フリーローン」       ８０１百万円 

「債権譲渡担保融資」      ８９百万円 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

・今後（下期）は６０周年記念行事の一環としてキャンペーン

を実施し、融資については特別融資（新商品）で対応（事業

資金については新規２５億円・深耕２５億円の目標） 

・「ビジネスクイックローン」については、１０月より新たに

３０億円枠で契約 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

含む） ・業績は低調であるが、今後も取引先の内容、要望を見据えな

がら積極的に取り組んでいく。 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 

（２）事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適し

た資金供給手法の徹底 

  ②目利き機能の向上 

取組方針 

及び目標 

・相互扶助の理念の下、商工会議所、商工会をはじめ、地域で

の各方面との連携の中で情報の非対称性を埋めていきながら、

取引先企業の事業価値を見極める「目利き機能」を向上させる。

 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・「目利き機能」等コンサルティング能力の向上のため、中小

企業診断士の養成と派遣研修の継続実施 

・各商工会議所、商工会の活用 

・定性情報評価を制度化した「知的資産経営報告書」の活用検

討 

・経営産業省の「技術評価」やひょうご産業活性化センターの

「ひょうご中小企業技術評価制度」の利用促進 

・財務情報の精度向上に資する「会計参与制度」の研究と「中

小企業の会計に関する指針」の検討 

 

推 進 態 勢 

・人材育成については人事部が中心となり担当する 

・外部機関との連携、諸制度の検討については審査部が中心と

なり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・全信協 目利き力養成講座へ５名派遣、兵信協 目利き力養

成講座へ４名派遣、通信講座 「法人渉外プロ養成」「法人

融資渉外基本」１２名受講、「融資判断分析コース」１０名

受講 

・「地域力連携拠点」事業について、ひょうご産業活性化セン

ターのコーディネーターから説明を受ける 

・「事業承継支援センター」事業について、ひょうご産業活性

化センターの課長から説明を受ける 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・人材育成については順調に進捗している。下期も派遣研修主

体に積極的に取組む。 

・順調に進捗しており今後も積極的に取り組んでいく。 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 

（２）事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した

資金供給手法の徹底 

  ③中小企業に適した資金供給手法の徹底 

取組方針 

及び目標 

・事業価値を見極める融資以外にも、取引先中小企業へのリス

ク対応力、資金供給力を高める手法を研究する 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・スコアリングモデルを活用した融資の取組 

・地域企業への投資を組み込んだファンド（ご当地投信）の検

討 

・リスク分散の為、シンジケートローンの活用や新しい融資形

態について検討 

・平成２０年４月～９月末 事業者向商品取扱開始（新規事業

所は原則無担保） 

 「ニューサポートⅡ」新規事業所 枠２５億円 

「ニューサポートⅡ」既存事業所 枠２５億円 

               合計５０億円 

・「ビジネスクイックローン」の積極的推進 

・「にししんフリーローン《プラス》」（多重債務者肩代わり可）

 の積極的推進 

 

推 進 態 勢 

・新商品の開発・管理については業務部が中心となり担当する

・信用リスクの軽減については審査部が中心となり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・実績 「ニューサポートⅡ」新規   ３９２百万円 

    「ニューサポートⅡ」深耕 １，８８４百万円 

    「ビジネスクイックローン」  ９３３百万円 

    「フリーローン」       ８０１百万円 

「債権譲渡担保融資」      ８９百万円 

・シンジケートローン組成協議会説明会に出席 

  シンジケートローン実績３件 

・スコアリングモデル活用の融資実績（じんそく１０件、Ｓじ

んそく１８件、経営活性化資金３件） 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・今後（下期）は６０周年記念行事の一環としてキャンペーン

を実施し、融資については特別融資（新商品）で対応。（事

業資金については新規２５億円・深耕２５億円の目標） 

・「ビジネスクイックローン」については、１０月より新たに

保証会社と３０億円枠で契約 

・今後はスコアリングモデルを使用した商品以外の手法等につ

いても検討を進めていく 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（３）地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

  ①地域の面的再生 

取組方針 

及び目標 

・地域経済全体を展望したビジョン策定への積極的支援や、公

民が連携した取組みへのコーディネーターとしての積極的参

画等を通じて、地域で積極的な役割を果たしていく 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・宍粟市起業家支援策との連携 

・神戸市産業振興財団主催「川上・川下ネットワーク構築事業

フォーラム」参加 

・地公体への積極的融資推進 

・NPO法人への支援 

・ボランティア活動 

 

推 進 態 勢 

・業務部が中心となり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・第７回宍粟市起業家支援事業検討会参加 

・神戸市産業振興財団主催「川上・川下ネットワーク構築事業

フォーラム」に３回参加  

・宍粟市新庁舎の建設資金推進（シンジケートローン対応） 

・ＮＰＯ法人へ、ボランティア活動：播州山崎花菖蒲園（６月）・

たつの市花火大会清掃活動（８月） 

・月１回 本店周囲の清掃活動 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・「川上・川下ネットワーク構築事業」については、当金庫取

引先を紹介し、財団より担当者がシーズ企業（１３社）を訪

問しビジネスマッチング等について説明・推進している。 

・今後も積極的に参加し推進。 

・ボランティアについては、６０周年記念事業一環としてＣ・

Ｓ活動にて展開。 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（３）地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

  ②地域活性化につながる多様なサービスの提供 

取組方針 

及び目標 

・多様な金融サービスを、地域経済に貢献しつつ、自らの収益

向上にも結びつく持続可能性ある形で提供し、地域全体の活性

化につなげていく 

 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・顧客ニーズを踏まえた融資商品目的別ローン等への取組 

・個人、小規模事業者の資金ニーズに対する細やかな対応 

・コミュニティ・ビジネスやNPOへの支援、融資等への取組 

・平成２０年４月～９月末 事業者向商品取扱開始（新規事業

所は原則無担保） 

 「ニューサポートⅡ」新規事業所 枠２５億円 

「ニューサポートⅡ」既存事業所 枠２５億円 

合計５０億円 

・「ビジネスクイックローン」の積極的推進 

・「にししんフリーローン《プラス》」の積極的推進 

・預かり資産（個人年金・投資信託・個人向け国債・火災保険

等）の積極的推進 

・団塊世代向け商品の積極的推進 

・宍粟市の中学校主体に「金融出前講座」の実施 

推 進 態 勢 

・金融知識の普及については人事部が中心となり担当する 

・それ以外については業務部・審査部が中心となり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・７月４日・９日・１１日宍粟市内小学校３校へ「金融出前講

座」を実施 

・事業者向け等実績 

 「ニューサポートⅡ」新規   ３９２百万円 

    「ニューサポートⅡ」深耕 １，８８４百万円 

    「ビジネスクイックローン」  ９３３百万円 

    「フリーローン」       ８０１百万円 

・預かり資産実績 

    「個人年金」         １８８百万円 

    「投資信託」          ２４百万円 

    「個人向け国債」       １１９百万円 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

・団塊世代向け商品実績      ２，０００百万円 

・ＮＰＯ法人への融資研究 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・「金融出前講座」については順調な進捗状況となっており、

下期についても宍粟市内小中学校９校を対象に実施する予

定 

・今後（下期）は６０周年記念行事の一環としてキャンペーン

を実施し、融資については特別融資（新商品）で対応。（事

業資金については新規２５億円・深耕２５億円の目標） 

・フリーローンについては積極的に推進し利回り、収益増強を

図る。 

・預かり資産についてもコンプライアンスに留意し役務取引収

益増強のため推進する。 

 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（４）地域密着型金融の取組状況の公表 

  取組実績の公表 

取組方針 

及び目標 

・地域密着型金融の推進に当たっては、地域の利用者の目（パ

ブリック・プレッシャー）を常に意識し、域密着型金融が深化、

定着するように取組組んでいる。よって、年1回以上、推進状

況を公表する。 

 
計 画 

 

 

(目標設定を含む） 
具 体 的 

取 組 策 

・年1回以上進捗状況の公表を行う 

・公表項目及び内容について検討を行う 

推 進 態 勢 

・総合企画部が中心となり担当する 

 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

恒久的リレーションシップバンキングへの取組については、平

成１９年度分を４月に公表した。 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

今回の恒久的リレーションシップバンキングへの取組及び進

捗状況については、下期（１１月）に公表する予定である。 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（５）信用金庫に特に求められる事項 

  ①総代会の機能向上に向けた取り組み 

取組方針 

及び目標 

・業界の団体の検討事項を踏まえながら、総代会の機能強化に

取り組む。 

 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・総代会制度の仕組等についてディスクロージャー誌等で開示

を行う 

・会員となる方について、会員になる意味等適切な説明の実施

・アンケート等を実施し、会員の意見を収集し、業務に反映さ

せる。 

推 進 態 勢 

・開示については総合企画部が中心となり担当する 

・それ以外については総務部が中心となり担当する 

 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・総代会制度の仕組等についてディスクロージャー誌等で開示

を行った 

・会員加入時の適切な説明について、規程等に反映すべく準備

中 

・会員向けアンケートについて、１１月に実施予定 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・会員加入時の適切な説明について規程等に反映すべく原案を

準備中であり今年度中には規程等に反映させる。 

・会員向けアンケートについては例年通り１１月実施に向けて

準備中 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（５）信用金庫に特に求められる事項 

  ②半期開示の充実に向けた取組 

取組方針 

及び目標 

・半期開示にかかる内容の充実について、業界団体からの開示

方針を参考に、積極的に取り組む。 

 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・業界団体の開示方針を参考に、半期開示の充実（開示項目、

開示内容、開示方法等の充実）を行う 

 

推 進 態 勢 

・総合企画部が中心となり担当する 

 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

下期（１１月予定）に開示予定で、開示する項目についても業

界の動向に注視しながら、充実を図る 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（５）信用金庫に特に求められる事項 

  ③信用リスク管理体制の充実 

取組方針 

及び目標 

・適切な信用リスク管理・処理（特に不良債権管理・処理）に

より、当庫の健全性を確保し、地域密着型金融の取組を進める。

また、小規模事業者については、その特色を踏まえた与信管理

を実施する。 計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・大口与信先について、継続的なモニタリングの実施 

・業種等のポートフォリオについての適切な管理の実施 

・小規模事業者に対し、実態の把握と信用格付の実施 

・問題債権について、早期の把握と適切な管理の実施 

・事業再生への積極的な取組 

推 進 態 勢 

審査部が中心となり担当する 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・適正な引当、償却の実施 

・担保物件の早期整理（任意・競売整理） 

・大口与信先の業況、取引状況等、モニタリングの実施、業種

別ポートフォリオの状況を理事会、常勤理事会等へ定期的に

報告 

・問題債権について取組方針の策定と進捗状況を理事会、常勤

理事会等へ定期的に報告 

・ひょうご産業活性化センターの「地域力連携拠点事業」説明

会に参加 

・経営支援先の再選定を行い、１７先支援先追加と１７先解除

実施 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・順調な進捗状況となっている。 

 今後も積極的に取り組んでいく。 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

添付資料 

 

備 考 

 

 

19 



恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（５）信用金庫に特に求められる事項 

  ④市場リスク管理体制の充実 

取組方針 

及び目標 

・有価証券による運用の重要性が高まっている中、さらなる市

場リスクの管理強化につとめる。 

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・リスク計測手法をＶａＲで行うことにより、限界のあったリ

スクも含めた統合的なリスク管理の実施。 

・バックテスティング及びストレステストによるＶａＲの有効

性の検証と分析の実施。 

・信金中金、証券会社等の上部・外部機関の活用。 

・市場リスク管理については、今年度よりＶａＲによるリスク

管理の高度化を取り入れることから、業務監査部もリスク管

理の有効性の検証を行うとともに、金融検査の指摘事項に基

づいた検証態勢の強化を図る。 

推 進 態 勢 

・経理部が中心となり担当するが、内部監査については業務監

査部が中心となる 

 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・ＶａＲによるリスク管理を実施 

・ストレステストは３つのシナリオをＡＬＭ委員会にて承認の

うえ継続的に実施、新たにバックテスティングを実施 

・業務監査部としては、今年度よりＶａＲによるリスク管理の

高度化を受け、ＡＬＭ委員会・ＡＬＭ小委員会に出席し知識

の充実を図っている 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・ＶａＲによるリスク管理を行うことにより、これまで管理さ

れていなかったリスクも計測できるようになり、また、相関

を考慮したリスク量や資産と負債全体のリスク量が把握で

きるようになった。ただ、まだ始めたところでデータも少な

く、今後も更に検討の余地があると思われる。例えば、いき

なり市場が急激な変動をみせており、特にバックテスティン

グの結果はレッドゾーンにあるなど、今後のデータの蓄積と

検討が課題となっている 

・２０年度下期の本部監査において、ＶａＲ並びにバックテス

トの有効性を検証予定 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

【地域密着型金融に係る具体的事項（20 年 4 月～21 年 3 月）】 

            西兵庫信用金庫

項目 
（５）信用金庫に特に求められる事項 

  ⑤法令等遵守の徹底 

取組方針 

及び目標 

・法令違反や不祥事件を未然に防ぐため、適切な法令等遵守（コ

ンプライアンス）態勢を整備するとともに、点検を強化する。

計 画 

 

 

(目標設定を含む） 具 体 的 

取 組 策 

・各部店に配置されたコンプライアンス担当者は四半期毎にコ

ンプライアンスに関連する諸事項を統括部署宛報告する。 

・コンプライアンス統括部署は、報告された内容をチェックし、

当該内容を取りまとめの上、理事会等へ報告する。また、コ

ンプライアンス委員会を立ち上げ、コンプライアンス関連事

案情報の検証を行うなど、法令等遵守に対する経営陣の関与

について積極的に行う。 

・コンプライアンス担当者は、半期毎にコンプライアンス研修

計画表を策定すると共に、当該研修計画の実施状況・自己評

価を統括部署宛報告する。 

・コンプライアンス統括部署は階層別の研修を行うと共に、臨

店指導を行う。 

・業務監査部は各部店における法令等遵守態勢について、①コ

ンプライアンス体制②マネーローンダリング防止態勢③そ

の他のコンプライアンス遵守状況の項目で点検を行う。 

推 進 態 勢 

・総合企画部が中心となるが、営業店の法令等遵守状況の点検

強化については業務監査部が中心となる 
 

20 年 4 月～20 年 9 月 

の進捗状況 

・２０年度上期に総合監査で１１ヶ店、フォロー監査８ヶ店の

臨店監査を行い、コンプライアンス態勢についての検証を実

施 

・コンプライアンス委員会を毎月開催し、コンプライアンス関

連情報および関連事案についての検証を実施 

・コンプライアンス担当者からの定期報告を検証し、取りまと

めを行い、理事会等へ報告 

・コンプライアンス・プログラムに基づき計画的に階層別研修

を実施。また、過去の苦情原因や顧客相談内容を取りまとめ

し、身近な事例研究として研修に利用し、対応策を周知した
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

・近信協主催の「コンプライアンスと内部統制研修会」に１名

派遣 

・コンプライアンスに関する法務事例を全店に向けて２ヶ月に

１度発信 

20年9月までの進捗状況

に対する分析・評価及び

今後の課題（平成 20 年 9

月までの成果、今後の課

題に対する対応方針等を

含む） 

・営業店臨店において、法令等遵守状況の他、不祥事件・苦情

等の看過が無いか、日報・ヒアリング等からも検証している。

・コンプライアンス委員会において、コンプライアンス関連情

報及び関連事案の検証をするとともに、より強固な法令等遵

守態勢の構築のため、施策の協議を行っている。決定した施

策が適正に行われるように周知することが課題である。 

 

添付資料 

 

備 考 
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恒久的リレーションシップバンキングへの取組 
平成２０年度上期進捗状況 

補足事項 
 信用金庫に特に求められている事項は上記以外にも下記の項目がある。但しそれらにつ

いては既に別の項目で織り込んでいるため、個別には取り上げないこととする。しかし、

取組にあたっては、他よりも重要・優先度上げて対応する。 
（１）目利き能力の向上、人材の育成 

（２）身近な情報提供･経営指導･相談 

（３）商工会議所､商工会､再生支援協議会等との連携 

（４）顧客ニーズを踏まえた融資商品･目的別ローン等の提供 

（５）予防策を中心とした多重債務者問題解決への一定の役割発揮 

（６）個人･小規模事業者の資金ニーズに対するきめ細やかな対応 

（７）コミュニティ・ビジネスやＮＰＯへの支援・融資、地域社会への貢献・還元 
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